




 
要旨 小児が健常に発育するためにはその中心である骨が健常に発育する必要がある。健

康な骨発育のため、方策を立案することを目的に、小児の骨発育の健常な状態は如何なる

ものであるのか、骨の発育を阻害する因子は如何なるものか、促進するものは如何なるも

のかを、検討した。その結果、食事中のカルシウム摂取量、運動量は骨密度の決定要因と

しての重要性が明らかになった。また、病的状態における骨発育の観点から未熟児の骨発

育と神経性食欲不振症の骨密度についても検討を加え、未熟児では腰椎骨密度測定の有用

性、学童期には多くの例で骨成長のキャッチアップが認められること、神経性食欲不振症

では骨密度には食事以外の多くの要因を考えなければならないことが判明した。 


